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世界株式は2016年以降、上昇基調が続いています。

その背景には、堅調な世界経済の成長があげられます。IMF（国際通貨基金）によると、2017年の世界経

済の成長率は3.6％と、前年の3.2％から成長加速が予想されています。また、データを取得できる192ヵ国
のうち、約93％がプラス成長になると予想されており、これは2008年以降なかった高水準となります。

世界経済の先行きについて、経済成長率と関係が深いとされるグローバル総合PMI（購買担当者指数）を

みると、足元は高水準で推移しており、企業景況感の改善を背景に、世界経済の成長継続が示唆されてい

ます。こうしたことに加え、利上げ慎重派とされるパウエル氏がFRB（米連邦準備制度理事会）次期議長に指

名されたことや、総選挙での圧勝で安倍政権が継続していること、スペインのカタルーニャ問題がユーロ圏で
限定的な影響にとどまっていること、北朝鮮問題がいったん落ち着いていることなどにより、投資家マインド

が押し上げられており、世界全体に対する投資家の信頼感はリーマン・ショック後の最高を更新しています。

また近年、主要先進国において、景気が回復しても、以前に比べてあまり物価が上昇しない傾向があり、そ

の結果、低金利環境が続いています。こうした環境は、企業業績の回復が賃金上昇につながることで解消さ
れるとみられるものの、賃金上昇が鈍いことなどから、物価が大きく上昇しない状況はしばらく続くとみられ、

低金利が景気を後押しすると考えられます。

今後のリスクとしては、北朝鮮などの地政学リスクの高まりがあげられます。トランプ大統領は、北朝鮮へ

の軍事力の行使を否定しておらず、仮に軍事衝突につながれば、市場は予想外の混乱に陥る可能性があり
ます。しかし、問題解決に向けて、米国が中国やロシアへ圧力強化を求めるなど、外交による取り組みが続く

とみられます。そうしたなか、世界経済の回復を背景に、企業業績の回復も予想されていることなどから、世

界株式は堅調な推移が続くと期待されます。
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※上記は過去のものおよび予想であり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

（信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成）

世界株式（米ドルベース）と予想EPSの推移
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（出所：IMF「World Economic Outlook, October 2017」）

世界株式の予想EPS
（2017年12月以降は、作成時点の市場予想）

（出所：IHS Markit）

＊株価は2017年11月10日まで


